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村のようす

(?J年7月1日現在〉

世帯数 1，449戸(...;..1) 
人口 7.258人(+8) 

男 3，555人 ( 十十 6) 
女 3，703人 <+2)

夏
休
み
中
の
子
ど
も
を

事
故
か
ら
守
ろ
う

子
ど
も
た
ち
の
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
が
や
っ
て
き
ま
す
。

暑
さ
に
め
げ
ず
、
海
や
山
へ
と
遠
出
す
る
機
会
も
多
く
な

り
、
夏
一
休
み
と
い
う
解
放
感
か
ら
、
と
も
す
れ
ば
気
も
ゆ
る

み
が
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
を
事
故
か
ら
守
る
た
め

「
夏
の
子
ど
も
の
事
故
防
止
運
動
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
同
時
に
ぺ
夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
」
も
展
開
さ
れ
ま
す
。

夏
休
み
中
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
交
通
事
故
、
水
の

事
故
、
花
火
の
事
故
、
ジ

γ
ナ
ー
な
ど
の
薬
物
乱
用
、
悪
い

環
境
な
ど
、
数
え
上
げ
た
ら
切
り
が
な
い
ほ
ど
の
危
険
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

交
通
事
故
だ
け
見
て
も
、
七
、
八
月
は
子
ど
も
の
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
運
転
者
も
暑
さ
や
疲
労

で
注
意
力
が
散
漫
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
子
ど
も
た
ち
の

不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
最
も
家
に
い
る
時
間
の
多
い
夏
休
み
に
、

家
庭
で
の
「
し
つ
け
」
や
「
家
庭
で
の
教
育
」
を
考
え
な
お

し
、
家
族
そ
ろ
っ
て
事
故
防
止
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
、
元

気
で
明
る
く
、
事
故
.
の
な
い
生
活
を
い
た
し
ま

L
ょ
う
。

A 

克
気
に
水
遊
び
を
す
吾
子
ど
も
た
ち

ハ
玉
川
第
一
小
学
校
プ
ー
ル
〉
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農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
を
行

な
っ
て
も
そ
れ
が
適
格
で
な
か
っ

た
た
め
に
、
年
金
を
受
け
る
!こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
な
ど
と
い
ラ
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
経
営
移
譲
と

い
れう
も
の
の
考
え
一方

、

そ

の

時

、
期
、
方
法
な
ど
巴
つ
勺
だ
ご
説
明

し
¥
ま
じ
d

ょ
う
。

O
経
営
務
・
譲
の
時
期
と

支
給
開
始

保
険
料
を
納
め
た
期
間
等
を
一

一定
期
間
満
た
じ
た
後
で
あ
れ
ば
、

宗
十
歳
前
に
経
営
移
譲
を
じ
て
も

か
言
い
古
せ
J

い
が
、
年
金
の
支
給

は
六
十
歳
か
ら
(
一
'定
の
障
害
者

は
支
給
停
止
さ
れ
ず
経
営
移
譲
し

た
と
き
か
ら
ν
ア
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
六
十
歳
か
ω

ち
六
十
五
歳
の

聞
に
経
営
移
譲
し
た
と
き
は
そ
の

時
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
ー

。
経
営
移
譲
の
考
尤
方

基
準
日
，(
経
営
移
譲
が
終
了
す

る
日
の
一
年
前
の
日
)
、
か
ら
一
年

の
聞
に
農
地
等
を
処
分
し
て
農
業

経
営
主
と
し
て
の
地
位
を
譲
り
渡

す
こ
と
で
、
い
い
か
え
ま
す
と
、

基
準
日
に
自
分
の
農
業
経
営
に
供

し
て
い
た
す
べ
で
の
農
地
や
採
草

放
牧
地
な
ど
(
処
分
対
象
農
地

等
)
の
権
利
名
義
を
耕
作
目
的

で
、
自
作
地
も
小
作
地
も
す
べ
て

Nd. t t 9 たまかわ広報

取
得
し
た
り
、
小
作
に
山
し
て
い

た
農
地
等
の
返
還
を
う
け
た
と
き

は
、
そ
の
農
地
等
も
処
分
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま三 の
せ十基孟
んア準停
o )日屯

長尺去
土移こ
な譲匝l
くす積
てる
は面
な積
りが

O
転
用
目
的
の
処
分

O
農
地
等
の
処
分
の

方
法

農
地
等
を
基
準
日
後
に
新
た
に

譲
を
い
く
ら
正
し
く
終
了
し
て
い

て
も
、
こ
の
保
険
料
を
納
め
た
期

間
等
が
、
生
年
月
日
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た
期
間
を
満
た
し
て
か
ら

の
ち
経
営
移
譲
し
な
い
と
、
経
営

移
譲
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
特
に
お
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

く
わ
し
く
は
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一ーー_..

世
帯
で
八
百
七
十
円

一
か
月
平
均
の
水
道
料

水
道
事
業
は
、
給
水
を
は
じ
め

て
か
ら
満
二
年
を
経
過
い
た
し
ま

し
た
。そ
こ
で
五
十
年
度
の
実
績
が

ほ
ぼ
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
給

水
量
な
ど
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し

γ品
〉
円
ノ

O
ま
ず
、
一
人
一
日
の
水
の
使
用

量
は
、
平
均
百
二
リ
ッ
ト
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
;れ
は
、
、村
の
水
道
総
給
水
量
。

約
十
九
万
ト
ン
か
ら
割
り
出
し
た
↑

一
人
一
日
の
平
均
使
用
量
で
、
一

升
び
ん
に
し
ま
す
と
、
約
五
号十
七

本
分
に
な
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
川
水
を
科
学
的
に
浄

化
し
、
圧
力
を
か
け
て
パ
イ
プ
を

通
し
給
水
す
る
ま
で
の
生
産
原
価

は
、
一
ト
ン
あ
た
り
百
五
十
四
円

に
も
な
つ
で
い
ま
す
。
水
道
料
金

は
一
ト
ン
あ
た
り
六
十
円
で
す
か

ら
、
九
十
四
円
の
赤
字
と
な
り
ま

す
。
さ
て
そ
れ
で
は
、
一
世
帯
あ
た

り
の
水
道
料
金
は
い
く
ら
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。

使
用
量
の
少
な
い
家
庭
で
は
、

二
か
月
で
基
本
料
金
の
千
二
百
円

と
メ
ー
タ
ー
使
用
料
の
百
円
だ
け

で
す
が
、
多
い
家
庭
で
は
、
三
千

円
か
ら
四
千
円
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
平
均
す
る
と
、
一

世
帯
一
か
月
八
百
七
十
円
で
、
ガ

ス
料
金
千
二
百
四
十
六
円
、
電
気

料
金
二
千
二
百
六
十
四
円
と
比
べ

て
も
、
水
道
料
金
の
安
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

見

7k考直』、えそ
の直う
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フ
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委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

し
く
知
り
た
い
方
は
、
選
挙
管
理

坂兎

発t
線田

な
ど

必
歪
紘
一
一
審
按
…
…
票
の
…
…
…
む
換
だ

かわ

死傷者が増えています

両下肢障害____1級もしくは¥

体幹の障害-------2級 ¥である者と

心臓障害"""" ./ヌして記載さ
~1 級もしくは/ れている人

じん臓障害ノ3級
呼吸器障害/

障害の程度が上記に該当する人

両下肢障害------~特別項症から\一>~ '-;';J ，-;; ~ ._ J ""  までである体幹の障害~第 2 項症 ¥ 
¥者として記

心臓障害¥ ノ~特別項症から/載?れてい
じん臓障害 /〉 / 人

/第 3項症 八

呼吸器障害/

在

た~

度

昭
和
五
十
一
年
度
の
建
設
工
事

の
う
ち
、
次
の
工
事
を
発
注
し
ま

Hν

し
た
。

一
一
益
マ
工
事
期
間
中
は
ご
不
便
を
お
か

可
決
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力

願
い
ま
す
。

不
在
者
投
票
制
度
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

投
票
は
、
選
挙
当
日
投
票
所
に

お
い
て
投
票
す
る
の
が
原
則
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
不
在
者
投
票
制

度
は
、
選
挙
人
が
正
当
な
事
由
に

よ
り
、
選
挙
当
日
投
票
所
に
行
っ

て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
人
に
つ
い
て
、
選
挙
当
日
投

票
の
原
則
の
例
外
と
し
て
、
選
挙

当
日
の
前
に
あ
ら
か
じ
め
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
制

度
で
す
。

選
挙
の
期
目
前
に
投
票
が
で
き

る
と
い
う
例
外
的
な
取
扱
い
で
あ

る
た
め
、
少
し
め
ん
ど
う
だ
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
手
続
き
を
必
要
と

し
ま
す
。

不
在
投
票
の
事
務
取
扱
い
場
所

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
定
め
て

い
ま
す
が
、
た
い
て
い
は
役
場
及

び
支
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
印
鑑

を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
れ
ば
、

担
当
係
員
が
て
い
ね
い
に
ど
指
導

い
た
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
こ
の

制
度
を
活
用
し
て
、
棄
権
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
、
前
に
正
当
な
事
由

が
あ
る
場
合
は
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、
そ
の
事
由
と
は
次
の
よ

う
な
場
合
で
す
。

一
投
票
区
の
区
域
外
で
住
事
に

従
事
中
の
と
き

ニ
や
む
を
得
な
い
用
や
事
故
の

た
め
、
村
外
に
旅
行
ま
た
は
滞

在
中
の
と
き

三
病
気
、
ケ
ガ
、
お
産
な
ど
の

た
め
、
病
院
な
ど
に
入
院
の
と

込
C(
不
在
者
投
票
の
で
き
る
病
院

に
入
院
中
の
人
は
、
病
院
長
に

申
し
出
る
と
、
そ
の
病
院
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
)

広報

-県知事が証明した人|障害の程度が上記に該当する人
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害

工 事 名 工事線区 事 業 量 工事費 議 負 者
千円

林 道 須 釜 線 延長540m幅員 5m 13，160 鈴木建設

村道改良 兎田・坂ノ下線 延長395m幅員 7m 25，050 湯 沢 組

~ 屋平ヶ穀谷地線前 延長265m幅員 5m 12，000 岩谷建設

舗装新設 古菅司t民= 生 延長418m幅員 4m 4，090 石川舗装
~ 玉川一小 延長189m幅員3.5m 2，240 

。 須 釜 延長213m幅員3.5m 2，700 熊田建設

昭和51年7月 1日

障

石
川
警
察
署
管
内
の
交
通
事
故

が
、
こ
の
こ
と
ろ
急
増
し
て
い
ま

す。
と
く
に
、
五
月
以
降
は
死
亡
事

故
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
石
川
警

察
署
は
死
亡
事
故
多
発
署
と
し
て

指
定
さ
れ
、
そ
の
対
策
に
頭
を
い

た
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
を
見
ま
す
と
、

国
道
一
一
八
号
線
の
事
故
が
と
く

に
多
く
、
原
因
別
で
は
、
運
転
者

の
「
わ
き
見
運
転
」
と
「
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
」
が
大
部
分
を
占

め
、
運
転
者
が
ち
ょ
っ
と
気
を
つ

け
て
い
た
ら
防
げ
た
も
の
ば
か
り

で
す
。事
故
を
起
せ
ば
ど
う
な
る
か
、

事
故
に
あ
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
、

だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

交
通
ル

l
ル
を
守
っ
て
安
全
運

転
に
つ
と
め
、
交
通
事
故
の
発
生

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

マ
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
ム

-県知事が証明した人
ト
・戦傷病者手帳をお持

-身体障害者手帳をお

持ちの人で…

ちの人で・・・..

障害の範囲

か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
の
た
め

に
、
自
宅
に
い
な
が
ら
投
票
用
紙

に
書
い
て
、
郵
便
で
選
挙
管
理
委

員
会
に
送
っ
て
投
票
す
る
こ
と
の

で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
該
当
す
る
人
は
次
の
表

の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
人

は
、
選
挙
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、
該
当
者
と
な
っ
た
と
き
に

選
挙
管
理
委
員
会
に
申
し
出
て
、

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を

受
け
て
お
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

、ν
こ
の
-
証
明
書
は
、
‘
四
年
間
有
効

で
、
そ
の
間
に
行
な
わ
れ
る
選
挙

に
い
つ
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
証
明
書
が
な
け
れ

ば
郵
便
に
よ
る
投
票
は
で
き
ま
せ

ん。
な
お
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳

だ
さ
い
。

投
票
用
紙
等
の
誇
求
は
、
告
示

の
前
で
も
で
き
ま
す
。

私
た
ち
が
、
直
接
政
治
に
た
ず

さ
わ
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
選

挙
の
と
き
だ
け
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
大
切
な
と
き
、
棄
権

す
る
こ
と
な
く
、
正
し
く
明
る
い

選
挙
を
す
る
よ
う
心
が
け
た
い
も

の
で
す
。

マ
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
ム

不
在
者
投
票
は
、
選
挙
の
告
示

の
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で

で
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
の
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
を
す
る
人
は
、
投
票
用

紙
等
の
請
求
が
選
挙
期
日
の
四
目

前
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
請
求
す
る
よ
う
に
し
て
く

マ
通
常
の
不
在
者
投
票
ム

3 
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積載車四辻分団に

昭和51年7月1日

村
で
は
、
今
年
も
消
防
機
動
力

強
化
の
た
め
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

積
載
車
を
発
注
し
て
い
ま
し
た
と

こ
ろ
、
六
月
二
十
四
日
に
納
車
に

な
り
。
さ
っ
そ
く
四
辻
分
団
に
配

備
さ
れ
ま
し
た
。
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佐
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間
さ
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第
二
十
八
回
福
島
県
消
防
協
会

石
川
支
部
幹
部
大
会
が
、
六
月
二

十
五
日
石
川
町
体
育
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
席
上
叙
位

叙
勲
、
福
島
県
知
事
表
彰
、
日
本

.... 

四
辻
分
団
に
配
備
さ
れ
た

積
載
車

こ
の
積
載
車
は
、
百
十
万
円
で

購
入
さ
れ
た
も
の
で
、
非
常
時
の

活
や
く
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

れ

る

た川消消
本。支防防
村 部協協
で 長会会
表表長長
彰 彰表表
状 が彰彰
、 行の
感 な伝及
謝 わ達び
状 れと福
をま、島
受 し石県

け
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

④
福
島
県
知
事
表
彰
(
伝
達
)
永

年
勤
続
章
佐
久
間
倉
太

@
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
伝

達
)

真

弓

忠

清

矢

部

茂

政

精
勤
章

二
十
年
以
上
真
弓
正
光

勤
続
退
職
団
員

⑨
福
島
県
消
防
協
会
石
川
支
部
長

表
彰優
良
分
団

優
良
団
員
分
団
長

竜

崎

分

団

-'/ 

矢

部

一

郎

事

田

喜

夫

小

針

正

美

佐

久

間

勝

小

林

静

夫

塩
沢
直
一

草

野

昭

夫

森

和

元

真

弓

昭

平

塩

田

徳

康

石

森

藤

男

。。-'/ -'/ -'/ -'/ h
7
 

団

員

永
年
勤
続
団
員
(
十
五
年
以
上
〉

真

弓

昭

平

石

森

貞

三

岡

部

英

栄

鈴

木

忠

雄

小

林

勝

昭

塩
沢
直
一

小

原

重

孝

国

井

正

孝

須

釜

敬

喜

大
和
田
勝
利

石

森

定

吉

石

森

藤

男

塩
田
好
一

塩

田

徳

康

大

竹

勝

義

溝

井

清

二

一
般
個
人
感
謝
状塩

田

コ

ウ

優
良
婦
人
消
防
ク
ラ
プ

婦
人
消
防
隊

山
小
屋
区
隊

退
職
団
長
感
謝
状佐
久
間
倉
太

川
を
き
れ
い
に

(
河
川
愛
護
運
動
)

展
示
ほ
十
九
か
所
設
置

昭
和
五
十
一
年
度
に
お
い
て
、

村
内
に
次
の
各
種
農
作
物
の
「
展

示
ほ
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
展
示
ほ
は
、
石
川
農
業
改

良
普
及
所
が
指
導
し
て
い
る
も
の

で
、
特
に
本
村
に
お
い
て
は
、
母

畑
地
区
農
用
地
開
発
事
業
と
あ
わ

せ
て
、
農
業
生
産
の
安
定
と
農
作

物
の
品
質
向
上
の
た
め
設
置
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
知
ら
せ
し
ま

す。

各

種

展

示

ほ

設

置

覧

表

展示の

アヅミン化成実験

尿素硫加燐安2089施用効果

複合燐加安A907施用効果

アヅミン化成施用効果

グラスジンM粒剤除草効果

傾斜地における畑地かんがいの効果

ポリオス666P肥料の効果

麦・大豆の輪作による多収実証

短期成園化

機械化体系の確立と良質多収
ベト病・斑点細菌病に対してのオキシ
ボルドウの効果
ハンソイルの立枯性いき病に対する効果

ミルカーブのウドンコ病に対する効果

アズミン施用効果

種いもの産地別の比較

ポリオスの施用の効果

MB燐加安14号の施用効果

ポリオスの施用効果

りんご・ももシンクイ虫の土壌処理効果

L瓦らね設置場所

川辺字武道181

川辺字二ノ鳥173

川辺字中沖286

南須釜字奥平369

川辺中沖334

南須釜字小柳作35

南須釜字長内250

南須釜字小柳作35

南須釜字蟹沢36

川辺字宮ノ前206

中字道下42

竜崎字小川原24

小高字上高原

吉字上ノ前

南須釜字小柳作

小高字上高原5

小高字国畑24

竜崎字上代8

幸

一

雄

夫

蔵

一

春

光

次

雄

者

武

政

安

政

直

良

直

静

利

鉄

光

清

好

勝

保

置

か

b

回

2
子

針

村

針

谷

沢

谷

沢

木

針

林

田

根

形

根

藤

井

言

田

小

塩

鈴

小

小

車

関

宗

関

首

仁

一
治
勝
定
勝

伝

重藤

吉

小

熊

塩

熊

菜

。
可F

」ー

豆

作物名

水稲

桑

たば乙

きゅうり

ニラ

馬鈴しょ

加工トマト

1/ 

" 

ん

大

白

り
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公
民
館
主
催
の
第
七
回
村
民
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
、
第
十
二
国

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
六

月
十
三
日
、
玉
川
第
一
小
学
校
々

庭
と
、
泉
中
学
校
々
庭
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
今
年
か
ら

四
十
歳
以
上
の
選
手
で
試
合
が
行

な
わ
れ
、
若
い
者
に
負
け
な
い
プ

レ
l
で
観
客
を
わ
か
せ
、
昨
年
に

続
い
て
小
高
チ
l
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。
こ
の
試
合
で
は
、
決
勝
戦

ま
で
勝
ち
進
ん
だ
蒜
生
チ
l
ム
の

活
躍
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

は
、
北
須
釜
チ
l
ム
が
決
勝
戦
で

川
辺
チ

1
ム
を
敗
り
、
通
算
十
回

目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

北須釜十回目の優勝

ソフト・家庭バレーボール大会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

準
優
勝

三

位ク

川北蒜小

辺室生高
チチチチ

1 1 1 
ムムムム

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝

準
優
勝

三

位

小 JII北
吉須
高辺釜
チチチチ

1 1 1 J 
ムムムム

A 

若
者
に
負
け
な
い
と
う
ち
ゃ

ん
の
プ
レ

l

‘ ガ
ン
バ
ル
か
あ
ち
ゃ
ん

「

補

臆

」

真

弓

作

左

衛

門

斬

殺

顛

末

記

中

を

あ

げ

て

の

祝

日

で

あ

と

L
・

、

}

〉

1
1
1
!

こ
れ
ま
で
に
度
々
の
労

.

7

耳

j
f
rツ
)
・

1

N

O

と
め
た
が
、
と
れ
と
い
っ

W

4

v

b

-

ラ
あ

F
U
F
f
-
4
4
1
υ
ν

ノ
¥
戸
、

hAd〈

4

1

l

も
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
無

一

.

小

高

岩

谷

浩

光

目

が

果

た

せ

る

よ

う

に

と

で
祈
願
を
行
う
こ
と
に
な

人

夫

と

な

る

ま

で

お

り

か

ら

収

穫

の

秋

を

迎

え

な

た

o

が
ら
も
農
作
業
に
手
を
つ
け
る
こ
た
ま
た
ま
こ
う
し
た
日

明
治
元
年
十
一
月
三
日
〈
今
と
も
出
来
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
夫
差
し
出
し
の
達
し
が
舞

九
で
は
文
化
の
日
と
し
て
祝
祭
日
そ
し
て
、
人
夫
、
駄
馬
の
差
し
出
で
来
た
の
だ
か
ら
、
世
の

川
と
な
っ
て
い
る
〉
戦
前
に
は
明
し
、
労
役
に
服
す
る
こ
と
は
や
む
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
と
い
う

〉
治
節
と
し
て
、
全
国
民
の
祝
祭
を
得
な
い
と
し
て
も
、
余
り
に
も
あ
る
。

V

日

で

あ

っ

た

。

不

平

等

な

割

当

て

に

対

す

る

不

平

し

か

し

、

こ

の

祝

い

日

し
か

L
、
蒜
生
村
の
人
々
に
不
満
の
声
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
当
ん
で
労
役
に
服
す
る
者
が

円

と

っ

て

は

、

決

し

て

お

め

で

た

然

で

あ

っ

た

。

は

ず

も

な

い

、

折

角

の

祝

〉
い
な
ど
と
い
っ
て
喜
べ
る
日
で
奥
州
街
道
筋
で
は
、
東
北
、
北
日
頃
の
う
さ
を
は
ら
し
、

町
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
海
道
の
諸
藩
主
が
、
江
戸
幕
府
に
を
喜
び
合
っ
て
い
る
時
に

円
か
、
む
し
ろ
厄
日
と
し
て
き
ら
参
勤
交
代
で
往
復
の
都
度
、
村
役
さ
れ
ば
と
い
っ
て
誰
一
人

い

わ

れ

て

い

た

。

人

の

さ

し

ず

に

よ

っ

て

労

役

に

服

な

い

で

す

ま

せ

る

こ

と

も

こ
の
厄
日
に
大
事
件
が
起
つ
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
い
。
村
で
は
役
人
を
は
じ

小
た
こ
と
も
何
か
の
因
縁
な
の
だ
あ
っ
た
。
当
地
は
、
昔
か
ら
西
自
民
た
ち
は
困
惑
の
色
を
深

川

ろ

う

か

?

河

郡

大

和

久

、

踏

瀬

、

太

田

川

、

っ

た

。

世
は
ま
さ
に
勤
皇
佐
幕
の
物
小
田
川
の
四
宿
駅
組
合
に
属
し
、
こ
の
時
、
日
頃
か
ら
村

~
情
騒
然
た
る
時
代
で
あ
っ
た
。
人
馬
の
割
当
て
を
受
け
、
必
要
な
直
な
働
き
者
と
し
て
評
判

川
鶴
ケ
域
を
攻
め
陥
し
た
官
軍
員
数
の
人
馬
を
差
し
出
し
て
い
た
っ
た
五
人
の
者
が
、
積
極

川

は

、

東

都

へ

引

き

揚

げ

る

に

あ

も

の

で

あ

っ

た

。

乗

り

を

あ

げ

て

、

こ

の

ピ

~
た
っ
て
、
軍
需
物
資
を
運
搬
す
と
こ
ろ
が
明
治
元
年
、
成
辰
の
切
抜
け
る
こ
と
に
な
っ
た

~
る
た
め
に
、
街
道
筋
の
近
隣
諸
役
の
年
の
十
月
二
十
三
日
を
も
っ
こ
の
五
人
こ
そ
、
本
事

内
村
に
、
人
夫
と
駄
馬
の
差
し
出
で
、
白
河
県
民
政
局
か
ら
、
今
後
心
人
物
に
な
ろ
う
と
は
、

日

し

を

命

じ

た

。

は

山

行

瀬

，

m須
賀
川
駅
詰
の
組
合
に
知
り
得
な
か
っ
た
こ
と
で

…
そ
の
た
め
に
街
道
筋
に
住
む
所
属
替
え
さ
れ
た
こ
と
が
達
せ
ら
五
人
の
氏
名
は
、
真
弓

内
農
民
の
負
担
は
並
大
低
の
も
の
れ
、
以
来
、
須
賀
川
宿
駅
の
さ
し
門
、
同
嘉
右
衛
門
兄
弟
、
そ
し
て

F

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
大
部
ず
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
曲
山
文
之
助
、
同
兵
左
衛
門
、
兵

V

隊

の

務

動

だ

け

に

、

米

る

日

来

あ

る

。

一

一

一

郎

の

兄

弟

で

あ

っ

た

。

村

人

達

町
る

H
が

労

役

に

費

や

さ

れ

、

と

士

、

こ

の

五

人

の

積

極

的

な

行

為

人
夫
差
し
出
し
命
令
来
た
る

t

九

て

も

我

が

家

の

仕

事

に

従

事

す

に

感

謝

の

気

持

を

こ

め

て

見

送

っ

f

る
こ
と
な
ど
は
思
い
も
よ
ら
な
明
治
元
年
十
一
月
一
一
一
日
、
こ
の
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。

~

か

っ

た

。

日

は

ち

ょ

う

ど

蒜

生

村

で

は

、

村

(

次

号

に

続

く

〉

--e
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せ

矢口

ら

仙川

お離
婚
後
も
婚
姻
中
の
氏
(
姓
〉
を

名
の
る
こ
と
が
で
き
ま
す

昭和51年 7月1日No. t 1 9 たまかわ広報

さν支で
い所くき
、，)?，のわま
』煎 bす
;:籍、く。

変色
、お役
た場
ずま
ねた
くは
だ、

~~ 

な
お
、
玉
川
郵
便
協
力
会
〈
川

辺
郵
便
局
内
〉
で
、
郵
便
受
箱
を

原
価
の
千
四
百
円
で
お
取
り
次
ぎ

し
て
お
り
ま
す
。(

川
辺
郵
便
局
)

" 改
築
さ
れ
た
泉
郷
駅
舎

家
出
人
等
を
さ
が
す

目

談

所

開

設

が
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

行
方
の
わ
か
ら
な
い
人
を
き
が

し
て
お
ら
れ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
相

談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

七
月
二
十
一
日
か
ら
一
ヶ
月
間

石
川
警
察
署
に
「
家
出
人
等
を
さ

ハ
石
川
警
察
署
よ
り
〉

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

(
六
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

部

落

小

高ん
γ中

岩

法

寺

竜

崎

岩

法
円寺

南

須

釜

北

須

釜

士口

山

新

田

真有須西榊宍鈴関草小佐佐添黒溝関

出野 畑
賀釜舘校戸木似野林藤藤田須井根生
目
裕 児

さ 光英兼達晴 裕真光治俊俊 浩氏

ぉ 美 ・ー 名

り昇利和二也巴子予t紀-+iI雄之智司

浅 英英義勝四米康昭重重亀 永武世

勝 治 誠太喜
雄範ニ利郎二郎作光明明 郎好名

長 ベ 長 続
タ孫孫タ ク孫
男男柄

~ 

人

長 長二ニ
ク孫 タ

女 男男男

r園田11・E・-・圃ーH・M・S・_1111・H・_1111・H・_III(II._IIM 名にをと 十改
E 4 合-の届しきこ五正こ
タ外ト手中友に珪員'正問向 2 つ出て氏れ日すの
i Jに二の lに三色困困、lι-長
E い 4色とがのら IJト、のの苧b弓仇冷吉己の ロ 'ιtかa いす、変よら法ど
: 2:f;322‘??:委諒.言喜茅会 ツ ;小長義往詰J整襲:七;葬票4
-，、 ζ位位-.--れれ達た言 ;絞校吉念: 守紅狂 キキ、、 E 号 :三-<，後;冶たすさ成法
土産むの:ま」、ぃ紫ー い 1 ~ 、 を 、台三人とれ立等

I ~ ' ，'， 名 J婚;かは、ましの
なに イ士したかを る ら?のへ湖沼、婚し、ー
し座 業いとり聞 社 H'， iる中以離姻た六部
れないき ?業 安 1'，こに内婚の。月を
るどのいと : 
高つ通し も 4キ iて出も婚降か と
官いり が思議 ιI 1，いを、姻)月まが
もに証卒ヘ ーたす本前に以たで
つは人た る品 E 氏れ年の離内、き

持 2 をば九氏婚(こま
い さ ら ち程刀 l再、月にし本のす
に rり の え の !び婚十もた年法。
は め金委新- -称姻五ど人三律

す中日つで月の
るにまで、十施
こ名でいす五行
とのにるで日 ，前

E園田1111111_1111111-1111111_1111111_1111111圃園長がつ届人に以三

のつろ「い の 155と 155を 155く字 すに号で
でけんる家まよ 世 ，は世略 東だ名あ。比が機
ごる、すがたう 田書田記 京さ番て ベ記械
協運全」増、に 谷か谷す 都い地名 、入で
力動戸をえサ書 区ず区る 世 0 まの 早さ自
くをにしてツい 代 代場 田 で書 くれ動
だ行郵がき γ て 回 目合谷 はき 送て的
さな使ちまをく 二 二は 区 つ方 達いに
いっ受な τ 使だ T I 八代 きも さな区
。て箱家レっさ 目 八 番回 り、 れい分
いをはたたい 八 | 一二 書町 て郵し
ま取もが新。 -1 一 三丁 い名 い便
すりも、し 三 一 三 号目 て、 ま物番つる番便 ま

t/ 
スもし さ扱うな
に改てまいつでい泉
つ築いた。てすと郷
としま、 いが思駅
めてす乗 ま、つで
て、し車 す発ては
い利、券 の送い
ま用こも でする貨
す者の常 ごる方物
。のほ時 利貨がを
サど発 用物多取
l駅売 くはい扱
ピ舎を だ取よわ

[
ご
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去
お
悔
み
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し
上
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す
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